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＜連絡事項＞
特記事項なし
[bookmark: _GoBack]
＜移動＞
【転室】
・城前　実様～東C4号室→東5号室

【転出】
・袴田　隆裕様～東B3号室→北病棟

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。他室侵入して他患の私物弄りあり、迷惑行為を止められない為短時間で終えている。隔離中は落ち着いている。
早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。各食不食、希望の補食を食べている。頭痛訴えあり、11：40　ロキソプロフェン（60）1T服薬する。14:00　「何となく打ちたいから」と言いレボトミン（25）1A筋注実施。以降自殺を仄めかす言動や自傷行為落ち着いている。
引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・古田　真様～身体拘束中。本日より10：00～12：00、14：00～16：00開放観察開始。開放中に問題なく入浴できたり、衝動行為・自傷行為なく落ち着いて過ごせていた。身体拘束中も不穏行動なく落ち着いている。
引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・戸久世　渚様～余暇はホールにて過ごされていること多い。体調については「大丈
夫です。ありがとうございます。」と落ち着いて話している。外出し
たいと希望聞かれているが主治医や家族の判断が必要となること説明
すると「なるべく早く行きたいんですよね。」と話している。また、
退院を急ぐような言動も聞かれている。

・小田　沙也加様～自室にて臥床していること多い。スタッフの声掛けには発語はないが頷きみられている。日課は問題なく行っており、入浴の声掛けには自分で入浴準備を行っている。

・木村　美智子様～深夜より血圧83～93/46～50㎜Hgと低値。他バイタルサイン異常なし。痰鳴あり、吸引施行にて黄色～淡黄色(血液混入あり)粘稠痰多量に除去している。吸引後もバイタルサイン異常なし。四肢の浮腫持続。

・神　ツエ様～バイタルサイン異常なし。食事は朝食1/3摂取。昼食時は本人希望もあり、粥→米飯に変更となっているが嚥下困難で食事摂取できず。指示の点滴は拒否・抵抗なく行っている。

＜馬渡Dr.診察情報＞
・宮崎　宏之様～臨時薬はカルバマゼピンが追加となっている。

・木村　美智子様～点滴同内容で処方。

・丸尾　貴史様～臨時薬変更なし。就労支援の件は退院後に進める方向でもよいとの事で、SWに伝えている。

・高山　勘吉様～臨時薬変更なし。

・前田　忠弘様～採血結果で肝機能の上昇あり。コントミン中止となっている。

・佐藤　昭雄様～ランソプラゾール、トラゾドン追加。

・水梨　考純様～臨時薬変更なし。

・梅津　敦子様～臨時薬変更なし。

＜入院患者様情報＞

　日　　時：令和3年4月27日　12：51
　氏　　名：橋本　茂様
　生年月日：昭和7年6月20日　88歳
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　合 併 症：高血圧・痛風・前立腺肥大症・緑内障
　性　　別：男性
　主治医　：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　H30年頃、物忘れや意欲低下があり、村上脳神経クリニックを受診し、アルツハイマー型認知症と診断を受け薬物療法開始する易。その後に、妻も肩痛から家事が困難な状況になり、夫婦でケアハウス小中野に入居している。痛風があり筋力の低下も有り1本杖を使用していたが、転倒繰り返すため歩行器を確保していた。入居してから自由がきかないことのストレスや夫婦同室の為、絶えず妻と口論し妻に対する暴力行為や介護への抵抗が著しく、村上脳神経クリニックで薬剤調整していたが改善が見らえない。受診にも拒否がありヘルパーが代理受診している状況の為入院での治療希望され、本日当院受診。薬物調整にて症状の改善目的にて東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。


　日　　時：令和3年4月27日　13：10
　氏　　名：杉村　義雄様
　生年月日：昭和21年6月12日（74歳）
　病　　名：アルツハイマー型認知症　
　合 併 症：糖尿病
　性　　別：男性
　主治医　：金Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　GHにこにこプラザみさわ入所中。
　H27年に離婚し同年10月よりシルバーピュア三沢に入所していた。H30年夏頃から物忘れが目立ち、転びやすくなった。洗濯機の前でぼーっとしている、服薬管理が出来ておらず眠剤を昼も服用し、転倒してしまう等といったことがあり、スタッフより認知機能の検査を勧められ、H31年1月近医であったあおぞらクリニックを受診しアルツハイ
マー型認知症の診断を受ける。その際に正常圧水頭症も示唆され、八戸赤十字病院を紹介受診し、同年3月4日検査の為に入院する。正常圧水頭症の診断を受け、タップテスト施行するが症状改善は見られず、シャント手術は本人、家族が希望しなかったため終診となり退院する。施設へ退院後も、他者を睨みつける等攻撃的な態度をとったり、「寒
い」と言って自室のエアコンやストーブの設定温度を上限まで上げたりしていた。室内が極端に暑いことや電気代が跳ね上がったことから、室内の温度設定をスタッフが調整し直したり、ストーブを隠すといった対応をするとスタッフに対して怒り、攻撃的になった。このような状態で同施設での生活を続けていくことは難しいとのことで、現在の
GHへ転出することとなった。R2年11月現在のGHへ入所。入所時より持参薬の残数が合っていなかった。また、服薬拒否や内科の受診拒否もみられ、R3年4月にはGHの2階にある居室の窓の施錠を壊し、「ここの偉い人を呼んでくれ。息子に電話してここから出ていくから。あの職員が俺の財布から金を盗ってベッドの上に空っぽにして置いた。」等と話しており、入所後より物取られ妄想や他者への暴言が増えた。薬剤調整をし、リスペリドン1mlを夜に服用するが、ふらつきが出現し転倒や椅子から落ちることがあったため中止とされた。あおぞらクリニックにて薬剤調整を行うも症状は継続し、施設での対応困難となったため、入院の希望あり。症状改善、環境調整目的の入院治療のために当院紹介となり、13:10東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
